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――夢を次々と現実のものにしてゆく
行動力には感心させられますが、その
秘訣は？
国の情報を先取りすることが必要で

しょう。現代アートとの関わりは「海
と島の博覧会」以来なんですが、あの時
「こんな変わったものをやるのは瀬戸
田の町長くらいだ」ということで、国
土庁と県が瀬戸田町へ話を振ったのが
きっかけです。
また、地域おこしと言うのは、県と

一緒にやらなければならない。私が助
役になった当時みかんの大暴落があ
り、竹下知事（当時）から、みかんを
題材としたまちづくりが出来ないもの
だろうかと依頼を受けました。そこで
従来の販売チャンネルではなく、生産
者の顔が見え、しかも交流人口も増え
る新しい販売チャンネルとして農業公
園を企画、それがシトラスパークとし
て現実のものとなりました。
――今後の瀬戸田町の戦略は？
年間100万人の観光客が見込まれて

いるのだけど、瀬戸田に滞在するのは
２時間くらいで移動してしまう。つま
り昼間だけ、どうしても夜も滞在して
頂きたい。しかしながら泊まりたくて
も泊れないのが現状で、今後ホテル等
宿泊施設の充実を図りたいと思いま
す。そしてそのホテル内に、サンセッ
トビーチとはタイプの違う、例えばそ
こでたこや魚と遊べる体験型のビーチ
を造ってゆきたいと考えています。

――三原･瀬戸田の広域連携について
今後単独でのまちづくりは、益々難

しくなってくるでしょう。お互いの長
所を出し合って支え合う、広域連携が
どうしても必要となってくると思いま
す。観光は瀬戸田がやりますので、三
原には就労の場、母

●

都
●

市
●

としての機能
の充実を期待します。

――三原市は保健福祉学園都市構想を
基本方針としていますが、実際には、
まちづくり戦略は見えないという声を
よく聞きます。三原市の現状を分析し
てみて下さい。
まず車社会への対応が遅れていると

思います。高速道路から街中へ降りづ
らい、降りても駐車場がない、渋滞が
ひどい、新幹線もこだましか止まらな
い、船にしても今治便は廃止され、他
の船便も減少となれば、来春のしまな
み海道開通以降、不便な三原は全く人
が通らなくなるという最悪のシナリオ
も考えられます。
特に船便は一旦無くなってしまう

と、復活させるのは難しい。利用者が
増えるように別の使い方を考えるべき
でしょう。例えばヨーロッパのライン
下りの様に、消音船でのクルージング
は三原の内港からしか出ていないとい
うのも面白い。また三原には「浮城」
という歴史があるのだから、護岸をす
べて「浮城」の復元型というユニーク
なものにしてしまえば、クルージング
とセットで話題性は抜群ですよ。

――広島、福山という大きな圏域のま
ん中で、今後広域連携を進めてゆくに
は、空港を核とした臨空都市圏の形成
が必要であると言われています。連携
促進に活力を与えるものとして、しま
なみ海道と空港を直接結ぶ三原フライ
ト道路、三原･瀬戸田架橋（仮称）の
早期実現が望まれますが？
架橋の実現は三原と瀬戸田だけでや

っても難しい、まず橋の性格をどうい
ったものにするのか考えるべきでしょ
う。例えば空港から三原･瀬戸田･尾道
と道路を環状線化して、回遊性の増大
を図る地域開発型か、あるいは南北軸
として愛媛県も巻き込んで、中四国連
携を進めるのか。いずれにせよ、より
広域の人を巻き込んで、必要な橋だと
いう理由付けをしてゆかなければなら
ないと思います。諦めず、粘り強く努
力してゆくことが大切です。

――ズバリ、まちづくり戦略のキーワ
ードとは？
歴史です。地元の歴史をもっと勉強

し、そこから発想しないと全く説得力
がありません。地元の歴史から一定の
方向性を探り、そこからまちづくりを
考えないとすべて中途半端になってし
まいます。他の都市が真似できない魅
力的なまちづくりは、そのまちの歴史
に隠されています。
また人も大切です。国との人的パイ

プづくりだけでなく、過去現在の地元
出身の著名人を今一度掘り起こしてみ
て下さい。思わぬ出会いがあり、それ
が大きな力となるでしょう。

（社）三原青年会議所ひとに優しいまちづくり委員
会（田尾敏範委員長）では２月例会において、（財）
さわやか福祉財団より蒲田尚文さんを講師としてお
迎えし、来るべき超高齢社会に対応してゆくために
はボランティアによる高齢者のサポートシステムが
いかに重要であるのかをご講演頂きました。ボラン

ティアをして喜んでもらえたときの感動について、
そしてボランティアは自分一人だけでなく、家族で
行うことの意義についてなど、自ら行動してゆく
ことの大切さについて考えさせていただいた講演で
した。

BIRD EYE

２月
例会
さあ、言おう！今こそみはらにCirculation
―来たるべき超高齢社会を見据えて―

――サンセットビーチ、ベルカントホー
ル、平山郁夫美術館、シトラスパークと
コンパクトにコーディネイトされたまち
づくりが花開き、瀬戸田町は今とても
生き生きとしてるように見えます。柴
田瀬戸田町長のまちづくり戦略とは？
わたしは脱サラして瀬戸田町に戻っ

てきた時、「今までにない手法でまち
づくりをしてみないか」という和氣前
町長の言葉に大いに共鳴し、行政の世
界に入りました。まちづくりには、し
っかりとした基本コンセプトが必要だ
と思います。私は、同じやるなら中途
半端はやらない。情報発信が出来るま
ちづくりを目指しました。瀬戸田町出
身で世界的に有名な画家、平山郁夫氏
を核としたまちづくりなんて、他のま
ちではやりたくてもできない。またビ
エンナーレ“島ごと美術館”というイ
ベントを１年おきに開催しています
が、これがまた面白い。「島中どこで
もいいからやってくれ」と言ったら、
行政にしては発想が珍しいと、日本中
から現代アートの愛好家やマスコミ関
係者がやってきます。「ねそべり石」
という作品があるんだけど、毎年彼岸
にはその隙間に夕日が沈むように作っ
てある。変わりすぎる世の中で、どー
んと動
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ものがあってもいいんじ
ゃないかというテーマなんですが、作
品それぞれに哲学が入っていてとても
面白いんです。ベルカントホールもそ
うなんですが、文化とか芸術のまちづ
くりは、感性を生み出すと思います。
感性教育と言いますが、子ども達が何
事にもどんどん挑戦しようという気持
ちを持ち始めています。私は、第２の
平山郁夫が出てくるのを楽しみにして
いるんです。 …作品それぞれに哲学が…
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―まちづくり戦略―�

「
粘
り
強
く
努
力
を
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
」

「リサイクルで未来クル懇談会」
は、三原市女性会連合会･地球に
やさしい三原推進協議会･国際ソ
ロプチミスト三原･三原ベンチャ
ークラブ･三原パイロットクラブ･
ブレニューネット21･環境ネットワ
ーク三原･（社）三原青年会議所の
民間８団体で２年前に結成し、リ
サイクル型社会の実現を目指して
勉強会、講演会、啓発のためのイ
ベント等活動してまいりました。
そして、２月23日に開催された

懇談会において、今年の活動方針
を“ペットボトルの自主回収ルー
トの確立”を目標にすることを決
定しました。

今後、回収ボックスの設置場所
や、処理業者への搬入方法など問
題点を１つ１つ解決してゆき、こ
の夏ごろまでには設置したいと考
えております。今後とも皆様のご
協力をよろしくお願い申し上げま
す。

■生年月日
昭和20年８月11日

■学　　歴
昭和43年３月　東京農業大学農学部農業経済学科卒

■主な経歴
昭和44年３月　農林水産省奥津園芸試験場卒
昭和44年４月　広島県果実農業協同組合連合会勤務
昭和47年８月　果樹園経営
昭和62年７月　瀬戸田町助役
平成４年10月　豊田郡助役会会長
平成６年４月　瀬戸田町社会福祉協議会会長
平成７年４月　瀬戸田町長

■そ の 他
昭和58年９月～昭和62年８月

広島県果樹研究同志会会長

瀬戸田町長
柴田大三郎氏

たったの2%
知っていますか
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(%) 驚異的な伸びを示す瀬戸田町を訪れる観光客数

▼2月13日瀬戸田商工会館において柴田
瀬戸田町長、瀬戸田町商工会青年部、
三原JCとの懇談会が行われた。

（社）三原青年会議所では昨年市民の皆さんに、自分達の住む「まち」への
アンケートを行いました。回答を頂いた８割近くが、自分の「まち」を誇
れないと答えられました。自分達の住んでいる「まち」を自慢したくない
人はいないはず、でも誇れない、ではどうすれば良いのでしょうか。まず
素晴らしい「みはら」の未来を描き、そしてその実現に向けてしっかりと
した戦略をたてることが大切であると考えます。そこで今月の「シリーズ･
バードアイ」は、独特なまちづくり手法で注目されている柴田瀬戸田町長
を訪ね、21世紀に向けてのまちづくり戦略について考えてまいります。
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環境に優しいまちづくり
委員会委員長　
上田隆政

設　　立 1995年3月30日

主務官庁 厚生省、文部省、労働省

会　　長 石川　忠雄
（慶應義塾大学名誉教授）

理 事 長 堀田　力

活動紹介

「新しいふれあい社会づくり」を基本
理念に、その実現にむけて地域単位で
助け合えるシステムの構築を目指す。
1）組織づくり支援事業
・市民互助型団体設立、運営のための
リーダー研修会の開催
・全国で団体設立、運営をサポートす
るさわやかインストラクターの養成
・団体設立、運営のためのマニュアル
の作成と頒布
2）社会参加システム推進事業
・企業、労働組合、団体、自治体等へ
の組織的なふれあい活動実践アドバ
イス

・学校への社会貢献教育、ボランティ
ア体験学習の導入推進
・勤労者が参加しやすい制度の推進
（特にボランティア時間休制度、入
社および昇進時のボランティア活動
評価制度、組織内表彰制度等）
3）広報・企画事業
4）ふれあい社会づくり事業
・全国各地の提供サービスの実態調
査、分析
・モデル地区内でのネットワークシス
テムづくり
・ふれあいネットワーカーの養成

（財）さわやか福祉財団 東京都港区芝公園2-6-8日本女子会館４階

（S.60とH.5の比較）

「
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」

t講師　蒲田尚文氏
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